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（１）小学校の現状と課題 
 

１）児童の推移 

 

○児童数の推移 

 ・昭和33年の7,115名をピーク に徐々に減少 

 ・平成21年５月現在では2,347名と半数以下 

○現在の児童数の状況（平成21年５月現在） 

 ・市内16校中，児童数300名以上は２校のみ 

 ・100名以下の学校が８校 

○学級の状況 

 ・６学年すべて２クラス以上の学校は２校 

 ・複式学級１校あり（２～３学年，４～５学年がそれぞれ１学級） 

 ・小規模校が多い。 

 

 

■稲敷市における児童数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：常住人口調査（平成 22 年以降は推計値） 
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資料：国勢調査  

 

 

参考：稲敷市の人口の比較【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

資料：国勢調査  

 

 

参考：稲敷市の人口【S50 年をベースとした人口増加率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

H17(2005)S50（1975）
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２）現在の配置・通学区域について 

 

■小学校について 

 小学校は平成 21 年現在 16 校配置され，児童のほとんどは徒歩通学している。通学時間

はおおむね 30 分以内であるが，なかには１時間近くかけて徒歩で登下校する児童やバス通

学の児童もいる。 

 

■中学校について 

 中学校は４校配置され，合併前の旧町村ごとに通学区を持っている。中学校の生徒の大

半は，徒歩または自転車通学をしているが，バス通学をしている場合もある。また，東地

区ではスクールバスの運行が行われている。 

 

■幼稚園について 

 幼稚園は現在５園配置され，小学校の敷地内あるいは，隣接地に設置されておらず，独

立した形態で運営されている。 

 

 

 

■稲敷市の小中学校 
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３）まとめ 

 

○本市は，歴史的・地形的観点から小学校は小規模校が数多く設置されており，16 校と人

口規模からすると過剰の状況にある。 

○適正規模･適正配置の検討にあたっては，それぞれの学校の創設以来の歴史的経過と地域

住民の思いを尊重し，社会の変化に対応した新たな学校づくりを目指すという観点から，

学校の規模と配置について適正化を図るものとする。 

○具体的な学校の適正配置等の実施にあたっては，保護者，地域住民などの関係者の意見

を参考にし，学校現場や地域が混乱しないよう配慮することが重要である。 

○耐震対策や校舎等の増改築の有無や集約化の時期については，統廃合の方針を定めそれ

に基づき推進するものとする。 

○地域コミュニティを形成するうえで中学校区の単位は有用であり，原則として存続とす

る。ただし，中学校において教室数に余裕があり，小中一貫校の検討など，学校教育施

設の集約化を進めるものとする。 

 

○しかしながら，学校が適正配置の名のもとに統廃合によって無くなってしまうことは，

遠距離通学や子どもと地域との結びつきが弱くなるなどの問題を生むと同時に，保護者

と子どもへの負担増という結果にもつながる。さらに，これまで学校を核として形成さ

れていた地域コミュニティへの影響など，新たな課題も考えられる。 

 

○そこで，学校の適正配置についての市民の意識や意見を探るためアンケート調査を行い，

検討の参考にすることにした。 
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（２）アンケート調査結果 
 

稲敷市学校及び幼稚園適正配置検討委員会でアンケート調査を実施した。 

 

■ 調 査 結 果  

 

学級数はどの程度が望ましいか【平成19年11月 小・中学校保護者アンケート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校保護者は「１学年あたり2～3学級が良い」が全体の69％を占めている。 

 

中学校保護者「１学年あたり4～6学級が良い」が全体の54％で，次いで「１学年あた

り2～3学級が良い」が40％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

小学校　（Ｎ＝1,916）

2%

22%

69%

6%

1%

1.複式学級（複数学年が１学級に含まれる）でも良い

2.１学年あたり１学級が良い

3.１学年あたり２～３学級が良い

4.１学年あたり４学級以上でも良い

無回答

※小学校標準規模

「１学年当たり２～３学級」

中学校　（Ｎ＝965）

2%

40%

54%

3%

1% 0%

1.１学年あたり１学級が良い

2.１学年あたり２～３学級が良い

3.１学年あたり４～６学級が良い

4.１学年あたり７～９学級が良い

5.１学年あたり１０学級以上でも良い

無回答

※中学校標準規模

「１学年当たり４～６学級」
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小学生保護者　（Ｎ＝1,916）

1%

38%

57%

3%

1% 0%

中学生保護者　（Ｎ＝979）

1%

18%

9%

1% 0%

71%

 

児童数はどの程度が望ましいか【平成19年11月 小・中学校保護者アンケート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校保護者は「１学級当たり30人程度」が57％で最も高く，次いで「１学級当たり20人

程度」が38％を占めている。 

 

中学校保護者は「１学級当たり30人程度」が71％で最も高く，次いで「１学級当たり20人

程度」が18％を占めている。 

1.１学級当たり１０人程度 2.１学級当たり２０人程度

3.１学級当たり３０人程度 4.１学級当たり４０人程度

5.その他 無回答
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小学生保護者　（Ｎ＝3,023）

49%

9%

35%

4%

3%

0%

中学生保護者　（Ｎ＝1,830）

24%

45%

25%

5%

0%

1%

 

望ましい通学方法【平成19年11月 小・中学校保護者アンケート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校保護者は「徒歩」が49％，「スクールバス」が35％となっている。 

 

中学校保護者は「自転車」が45％，「スクールバス」が25％，「徒歩」が24％となっている。 

徒歩 自転車

スクールバス 公共交通機関（バスなど）

保護者による送迎 その他



 

  

8 

 

児童・生徒数の減少への対応【平成19年11月 小・中学校保護者アンケート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校保護者は「適正な学校規模や学級規模が確保できるよう，通学区域の弾力的運用を

進めて，現行の学校配置を維持する。」が33％，「標準規模を満たさなくなった学校から，順

次，学校の適正配置を検討する。」が24％となっている。 

 

中学校保護者は「適正な学校規模や学級規模が確保できるよう，通学区域の弾力的運用を

進めて，現行の学校配置を維持する。」が37％，「標準規模を満たさなくなった学校から，順

次，学校の適正配置を検討する。」が22％となっている。 

小学生保護者　（Ｎ＝1,916）

19%

33%
24%

19%

1% 4%

中学生保護者　（Ｎ＝965）

17%

37%22%

20%

0% 4%

1.複式学級になったり、児童・生徒が極端に少なくなったりしても、現行の学校配置を維持する。

2.適正な学校規模や学級規模が確保できるよう、通学区域の弾力的運用を進めて、現行の学校配置を維持する。

3.標準規模を満たさなくなった学校から、順次、学校の適正配置を検討する。

4.適正な学校規模や学級規模が確保できるよう、全市的に、学校の適正配置を検討する。

5.その他

無回答
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望ましい同学年のクラス数　（Ｎ＝1,672）

31%

52%

16%

1%

1.　１クラス 2.　２～３クラス 3.　４～５クラス 無回答

学校規模別にみた昼休みに大勢の友達と遊ぶ頻度

42.3%

39.4%

29.0%

34.3%

34.6%

54.8%

15.5%

16.0%

9.7%

6.0%

9.5%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

比較的規模の大きい学校

規模の小さい学校

よくある 時々ある あまりない 全然ない 無回答

（Ｎ＝31）（複式学級校）

（Ｎ＝1,672）

（Ｎ＝231）（複数学級校）

 

クラスがいくつあったらいいか【平成19年11月 小学生アンケート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生が望むクラス数は，「2～3クラス」が52％を占め，次いで「1クラス」31％，「4～5

クラス」16％となっている。 

 

昼休みに大勢(６人以上)の友達と遊ぶことがあるか【平成19年11月 小学生アンケート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「よくある」が43％，次いで「時々ある」が34％となっている。 

学校規模別にみると，「よくある」，「時々ある」の合計が，比較的大きな規模の学校で

は74％を占め，規模の小さい学校では84％となっている。
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学校全体で何人くらいの児童・生徒がいた方がいいと思うか 

【平成19年11月 教員アンケート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校の先生では，「201～400人（学年2クラス程度）」が55％と一番高く，単学級ではなく

て２クラス～４クラス以上が良いと答えた先生が全体の約８割だった。 

 

中学校の先生では，「401～600人（学年２クラス～３クラス程度）」が39％と一番高く，次

いで「601～800人（学年３クラス～４クラス程度）」が28％，「201～400人（学年2クラス程度）」

が25％となっている。 

 

小学校教員　（Ｎ＝204）

2%

22%

55%

19%

2%

中学校教員　（Ｎ＝103）

2%

25%

39%

28%

4%2%

2 %
2 2 %

5 5 %

1 9 %
2 %１００人以下（学年１クラス程度） １０１～２００人（学年１～２クラス程度）

２０１～４００人（学年２クラス程度） ４０１～６００人（学年２～３クラス程度）

６０１～８００人（学年３～４クラス程度） ８００人以上（学年４クラス以上）

無回答
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（３）各地区の分科会のまとめ 
 

稲敷市学校及び幼稚園適正配置検討委員会において，地区別分科会を開催し，各

地区ごとの小学校のあり方について検討した。 

 

【江戸崎地区】 

 

○子供が良い教育を受けられ，良い環境で学べることが最優先 

 

○江戸崎地区では小中一貫ではなく中学校を中心とした小学校３校程度の小中ユニット

を形成 

（将来的には小中一貫（一歩進んで幼小中一貫）も検討） 

 

○地区外との統廃合については，統廃合の対象地区の代表者の意見を聞く場をつくるべ

き 

 

○校舎の安全確保を優先し，耐震診断の結果を踏まえて建築 

（できれば広い運動場，低層の建物，木造等） 

 

○統廃合を行った場合に配慮すべきこと 

・交通機関の整備      ・手厚い指導をするための１学級 30 人制 

・通学時の安全確保     ・小中６・３年にこだわらない学校環境作り 

・小学校高学年の教科担任制 ・保護者や本人の希望を勘案した学校選択制 

・スクールバスの無料運行 

 

 

【新利根地区】 

 

○小中ユニットの確立に賛成であり，地理的にも規模的にも取り組みが比較的容易であ

る 

 

○学校施設はいずれも老朽化が著しく，早急な改善策を講じなければならず，計画の推

進が必要 

 

○新利根地区の３小学校の全てを統合し，現中学校隣接の市有地に新設校設置が可能と

考える 

 

○通学手段が最大の課題であり，スクールバスの検討が必要 

 

○保護者等に対し，小中ユニットのメリット・デメリットの充分な説明が必要 

 

○学区の再編（他地区の編入）も視野に入れ議論すべき 
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【桜川地区】 

 

○旧町村単位を基本とする 

 

○すでに頻繁に合同学習をしており，統合にあまり問題はない 

 

○桜川中学校は新築したばかりなので，小中一貫校は難しい 

（３小学校あわせた児童全部は，入りきれない） 

（中学校の敷地は広いのでユニット型の可能性はある） 

 

○統合した場合 

・交通機関の問題（安全性の面からスクールバス運行を希望） 

・運行の問題  （スクールバス１台では時間の問題が生じる） 

・経済的負担  （補助が出るのか？） 

・事業の継続  （放課後子供教室などは継続してもらいたい） 

        （保険料だけでお金もかからないので助かる) 

 

 

【東地区】 

 

○合併特例債が使える間に東地区だけではなく，年次計画を立て，市内全部を考え実施

した方が良い 

 

○東地区は東西に長いため，通学距離及び通学時間の問題解消が必要 

 

○東中学校の敷地内または隣接地に小学校を建築する事を希望 

 

○一つの中学校に一つの小学校という事であれば対応は可能 

 

○スクールバスは，現在の１本ではとても対応が出来ない 

 

○中学校を含めた学区再編成も必要ではないか 

 

○保護者への明確なメリット・デメリットの説明が必要 

 

○先進地の情報収集も重要
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（４）児童数の将来推計 
 

■学校規模ごとの学校数の将来推計 

  平成 21 年度 平成 28 年度 

過小規模校 

（1～5 学級） 
新東小 

君賀小   太田小 

あずま南小 新東小 

小規模校 

（6～11 学級） 

鳩崎小 君賀小 高田小 

根本小 柴崎小 太田小 

阿波小 浮島小 古渡小 

あずま南小 あずま北小 

あずま西小 あずま東小 

鳩崎小 高田小 根本小 

柴崎小 阿波小 浮島小 

古渡小 

あずま北小 あずま西小 

あずま東小 

適正規模校 

（12～18 学級） 

江戸崎小 

沼里小 

江戸崎小 

沼里小 

 

■「これからの学校施設づくり｣(昭和５９年：旧文部省助成課資料)より 

学校規模 過小規模 小規模 
適正規模 

(統合の場合) 
大規模 過大規模

学級数 1～5 6～11 12～18（24） 25～30 31 以上 

 

 

○学校教育法施行規則第17条及び第55条に，小中学校の「学級数は12学級以上18学級以下

を標準とする」とある。この規定によると，小学校では各学年２～３学級，中学校では

４～６学級で構成される学校が標準ということになる。これを児童数の面から見ると，

小学校は246人～720人の範囲にあたる。 

 

○この規定を適正規模と考えて稲敷市にあてはめてみると，小学校では４校から10校あれ

ばよいという計算になる。しかし，実際には小学校16校であり，これは，比較的小規模

な学校が市内に散在していることを示している。 

 

○なお，稲敷市内の小学校のうち，標準とされる12～18学級の範囲にある学校は，小学校

２校のみである。その他の学校はすべて11学級以下であり，規定の範囲を超える19学級

以上の小学校もない。 

 

○今後も児童数減少の傾向は続き，平成28年度における過小規模校は４校となる見通しで

ある。 



 

  

14 

○学校の小規模化の問題点 

小規模校の良い点は，児童一人一人に目が届き，個に応じたきめ細かな指導が出来るとい

うことである。反面，児童相互の刺激や良い意味での競争が少ないため，児童をたくましく

育てることが難しい部分もある。 

小規模校だからこそできる教育上の良い点もあるが，小規模校ではどうしても達成しにく

い教育上の目標もある。 

小規模校のメリットは小規模校でなければ得られないというものではなく，標準規模の学

校に置いては様々な条件が備わり，工夫によりそのメリットを取り入れることも可能である。

しかし，デメリットについては，小規模校では解決することが難しいものが少なくない。 

次の表は小規模校におけるメリット及びデメリットをまとめたものである。 

 

 

◇小規模校における一般的なメリット・デメリット 

 

【メリット】 

１ 学習面 

・ 児童生徒の一人ひとりの個性や特性に応じた教育活動が行いやすく，個々の

能力や適性を伸ばしやすい。 

・ 学校全体での児童生徒の掌握が容易である。 

・ クラス替えがないので，互いの関係を深めて学級づくりがしやすい。 

 

２ 生活面 

・ 児童生徒が互いによく知り合え，全校の児童生徒・教職員の一体感が深まり

やすい。 

・ 異学年交流を重視した教育活動により，全校的な児童生徒の交流が深まりや

すい。 

 

３ 学校運営面 

・ 教員相互の連絡調整や連携が取りやすく，学校内の教育活動等に一貫性を持

たせやすい。 

・ 教室・体育館・校庭などに比較的余裕があり，活用しやすい。 

・ 校外行事の場所の選定，活動内容や安全面での制約が少ない。 
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【デメリット】 

１ 学習面 

・ 集団規模が小さいと体育・音楽等での学習そのものの成立が難しいことがあ

る。 

・ 競い合う機会が少なくなり，運動会・スポーツ大会などでの集団活動の活性

化が難しい。 

・ 話し合い活動や共同作業的な活動で，学習内容の深まりや広がりが難しいこ

とがある。（多様な意見や活動に発展しにくい。） 

・ 複式学級は，２学年同時に指導することになり，指導計画や指導方法等の上

で様々な課題が生じる。 

 

２ 生活面 

・ 少人数となると学級のルールや児童生徒の中の価値観が固定化されがちにな

り，多様なものの見方，考え方を学んだり，そこから児童生徒自らが新しい

ルールや学級文化，人間関係を作り上げようとする機会が少なくなる。 

・ 中学校の場合，指導する教師，参加する生徒の数が少なくなるため，部活動

が制限されることがある。 

・ 児童生徒の教師への依存傾向が強くなり，児童生徒に自主性・主体性や社会

性などが育ちにくい面がある。 

 

３ 学校運営面 

・ 少ない教員で学級経営することになり，指導計画・評価計画・教材研究等を

全て個人作業で行うことになる。また，共同研究が難しく，教育相互の連携

や切磋琢磨する機会が少なくなる。 

・ 校務分掌や地域社会との連携，教育委員会等への調査報告等で，教員一人当

たりの役割が相対的に多くなる。 

・ 緊急時や学級経営に問題が生じた場合等，他の教員による支援体制を構築す

ることが難しくなる。 

・ ある程度の教職経験者でないと学年経営に当たることが難しいため，教職員

の年齢構成の上昇を招き，学校運営上活性化に欠けることがある。 
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（５）学校規模等に係る現行制度 
 

適正な学校規模を検討するにあたり，前提条件となる現行制度について整理する。 

 

■標準規模校 

○学校教育法施行規則 第 17 条〔学級数〕 

小学校の学級数は，12 学級以上 18 学級以下を標準とする。ただし，地域の実態その他

により，特別の事情のあるときは，この限りではない。 

※同規則第 55 条〔準用規定〕により，中学校についてもこの規定を準用するため，同一

の定義となる。 

○義務教育諸学校施設費国庫負担法施行令 第 4 条〔適正な学校規模の条件〕 

法第 3 条第 1 項第 4 号の適正な規模の条件は，次の各号に掲げるものとする。 

１）学級数がおおむね 12 学級から 18 学級までであること。 

２）通学距離が，小学校にあってはおおむね 4km 以内，中学校にあってはおおむね 6km 以

内であること。 

 

■１学級の児童・生徒数 

○公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律 第 3 条 

〔学級編制の標準〕 

 学級編制の区分 １学級の児童又は生徒の数 

同学年の児童で編制する学級 ４０人 

小学校 

２の学年の児童で編制する学級 
１６人（第１学年の児童を含む学級にあっ

ては，８人） 

同学年の生徒で編制する学級 ４０人 

中学校 

２の学年の生徒で編制する学級 ８人 

 

■茨城県の考え方 

○公立小中学校の適正規模について（答申） 

平成 20 年 4 月 25 日，義教第 228 号茨城県教育委員会 

 

小学校：クラス替えが可能である各学年２学級以上となる 12 学級以上が望ましい。 

中学校：クラス替えが可能で全ての教科の担任が配置できる９学級以上が望ましい。 

（国語・社会・数学・理科・英語に複数の教員の配置が可能。） 
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（６）小学校の適正規模と適正配置 
 

学校は，一定規模の集団で学習や生活する中で，子どもたちに「豊かな心」，「確かな学

力」，「健康・体力」などを確実に身につけさせ，心豊かでたくましい人間の育成を目指す

場である。学校には多様な子どもが存在しており，集団での活動や友だちとのかかわりの

中で，同じ価値を共有したり自分と違う考え方や個性に出会ったりする経験をとおして，

互いが切磋琢磨し，ともに成長することができる。 

しかしながら，市内の小学校では，近年の少子化の影響などから，児童数の減少がみら

れ，それに伴う学校の小規模化が懸念される。集団の規模が小さくなると集団教育の良さ

が生かされにくくなり，また，学校の教職員などの配置数が減り，学校運営面や児童の教

育指導面に影響が出てくることから，適正規模を保つ必要がある。 

 

■稲敷市における小学校の適正規模 

学校教育法施行規則では，小学校の学級数について「12 学級以上 18 学級以下」を標準

としているが，前述の現状と課題，施設規模，アンケート等の結果，地域の成り立ち（コ

ミュニティ）や地理的条件などを踏まえ，稲敷市における小学校の適正規模を次のように

定める。 

  

 
 

12 学級～18 学級（１学年 2～3 学級程度） 
 

 

 

■稲敷市における小学校の適正配置の考え方 

 

（江戸崎地区） 

小学校５校のうち３校が小規模校（うち１校は平成 16 年度新築）であること，特に他の２

校については，児童数の減少が見込まれる状況にあり，通学区域の変更による統合を検討す

る。 

 

（新利根地区） 

 小学校３校の全部をもって統合し，新しい場所に学校を設置する新設統合を検討する。 

 

（桜 川 地 区） 

小学校３校の全部をもって統合し，新しい場所に学校を設置する新設統合を検討する。 

 

（東 地 区） 

 小学校５校の全部をもって統合し，新しい場所に学校を設置する新設統合を検討する。 
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■稲敷市における小学校の学校再編

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

学級 児童数 学級 児童数 年号 西暦 学級 児童数

校舎 RC 662 3 S46 1971 39 旧 H19 0.37 H21～H22耐震補強工事

校舎 RC 505 3 S47 1972 38 旧 H19 0.37 H21～H22耐震補強工事

校舎 RC 918 3 S47 1972 38 旧 H19 0.37 H21～H22耐震補強工事

校舎 RC 2,192 3 H2 1990 20 新

屋内運動場 S 989 1 S54 1979 31 旧

校舎 RC 1,990 3 S55 1980 30 旧 H21 0.78

屋内運動場 S 800 1 S59 1984 26 新

校舎 RC 1,214 2 S49 1974 36 旧 H21

校舎 RC 772 2 H11 1999 11 新

屋内運動場 S 799 1 S55 1980 30 旧

校舎 RC 2,004 2 S56 1981 29 旧 H21 0.57 H21～H22耐震補強工事

校舎 RC 1,889 3 H6 1994 16 新

校舎 S 231 1 H11 1999 11 新

屋内運動場 S 800 1 S60 1985 25 新

校舎 RC 3,574 2 H16 2004 6 新

屋内運動場 S 975 1 H17 2005 5 新

校舎 RC 1,057 2 S56 1981 29 旧 H16 0.68

校舎 RC 337 1 S39 1964 46 旧 H8 0.72 改修必要なし

校舎 RC 272 1 S48 1973 37 旧 H15 0.77 改修必要なし

屋内運動場 RC 732 1 S54 1979 31 旧

校舎 RC 1,118 2 S44 1969 41 旧 H15 0.36

校舎 RC 1,697 3 S53 1978 32 旧 H15 0.45

屋内運動場 RC 800 1 S53 1978 32 旧

校舎 RC 442 2 S40 1965 45 旧 H16 0.34

校舎 RC 1,597 3 S55 1980 30 旧 H16 0.49

屋内運動場 RC 805 1 S55 1980 30 旧

校舎 RC 849 2 S54 1979 31 旧 H21 0.63

校舎 RC 1,136 2 S54 1979 31 旧 H21 0.63

屋内運動場 S 707 1 S56 1981 29 旧

校舎 RC 944 2 S47 1972 38 旧 H21 0.67

校舎 RC 841 2 S48 1973 37 旧 H21 0.67

屋内運動場 S 706 1 S54 1979 31 旧

校舎 RC 2,042 2 S46 1971 39 旧 H21

屋内運動場 S 951 1 H9 1997 13 新

校舎 RC 951 2 S45 1970 40 旧 H8 0.77 改修必要なし

校舎 RC 1,457 3 S56 1981 29 旧 H13 0.62

屋内運動場 S 720 1 S57 1982 28 新

校舎 RC 3,168 3 S55 1980 30 旧 H12 0.50 改修済(Is0.81)

屋内運動場 S 738 1 S55 1980 30 旧

校舎 RC 2,324 3 S58 1983 27 新

屋内運動場 S 626 1 S56 1981 29 旧

校舎 RC 1,435 3 S54 1979 31 旧 H9 0.46 改修済(Is0.75)

校舎 RC 1,158 3 S55 1980 30 旧 H9 0.46 改修済(Is0.75)

屋内運動場 S 715 1 S54 1979 31 旧

校舎 RC 3,025 3 S55 1980 30 旧 H12 0.72 改修必要なし

屋内運動場 S 738 1 S55 1980 30 旧

※平成28年度の値については、現在小学校区に居住する０～6歳をベースとして推計している

複式学級 　「公立義務教育諸学校の学校編成及び教職員定数の標準に関する法律」によって1年生を含むときは8人以下とし、それ以外では16人以下

150

49

あ
ず
ま

西
小

6 153 6

あ
ず
ま

北
小

6 127 6 113

5 64626

6 86 6 98

4 56

7 201

4

6 153
維
　
持

10 247

46714

8

新
　
　
設

新
設
統
合

13 390

240

18 569

新
　
設

新
設
統
合

新
　
設

新
設
統
合

維
　
持

維
　
持

再
編
策

維
　
持

再
編
統
合

【
江
戸
崎
小

】

耐
震
化
・
大
規
模
改
修

実施計画

地
理
条
件

前期

再編案 スケジュール

後期

施
設
条
件

●１学級の規模は児童数減少を踏まえ、40人規模の学級を前
提とする。
●小規模かつ少人数の学級は、教育上又は学校運営上、困難
なことが多いため、　その解消を図る。

Ｈ２８

8 234

5 72

6 72

6

6 153

6 84

100

6 68

434

6 71

6 81

1636

926

926

6 110

172

100

25310

6

6

33812 10 247

耐震状況

357

学校名

学校の規模

構
造

施設名

建築年

施設の状況

Ｈ21 Ｈ28
結果
(IS値)

江
戸
崎
小

経過
年数
2010

耐震
基準

耐震
診断

12 12 305

階
数

面積

君
賀
小

沼
里
小

高
田
小

鳩
崎
小

あ
ず
ま

東
小

新
東
小

あ
ず
ま

南
小

徒
歩
通
学
を
基
本
と
し
た

ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
実
施

浮
島
小

古
渡
小

根
本
小

柴
崎
小

太
田
小

阿
波
小

基
本
設
計

実
施
設
計

耐
震
補
強

大
規
模
改
修

維　持

維　持

新
築
工
事

基
本
・
実
施
設
計

統
 
合

説明会の開催等

統
 
合

説明会の開催等

統
 
合

説明会の開催等

基
本
・
実
施
設
計

新
築
工
事

統
 
合

新
築
工
事

説明会の開催等



 

 

 

19 

（７）推進に当たっての留意事項 

 

□適正配置にあたっては，学校が地域で果たしてきた役割や地域事情を十分に配慮し，

慎重に行なうことが望ましく，児童・生徒数や学級数の将来推計，学校の小規模化に

よる問題点を，説明会等を開催し，保護者，地域住民などと十分に協議するなど，学

校の適正配置の必要性に関する共通理解と協力を得て実施する。 

 

□学校施設は児童・生徒が一日の大半を過ごす学習・生活の場であり，その安全性の確

保は極めて重要であることから，学校施設の耐震化に向けた速やかな対策を図ってき

たが，今後も学校の耐震化を優先事項として着実に実施する。 

 

□統合を行う場合は，該当校をいずれも廃止し，統合校を新しい名称の新設校として設

置することを原則とする。 

 

□通学区域の変更にあたっては，通学距離・通学時間，通学の安全確保，主要幹線道路

や河川等の地理的条件，地域とのつながりなどを考慮する。 

 

□遠距離通学が発生する場合は，スクールバスの運行など通学手段を確保する。 

 

□諸事情により通学区域に不都合が生じる場合にあっては，関係者の意向も尊重しなが

ら弾力的な運用に努める。 

 

□将来あるべき姿を視野に，学校施設の充実や通学路の安全確保に伴う施設整備など，

計画的な事業実施と併せて適正配置に努める。 

 

□適正配置に伴う跡地等については，地域及び関係機関と十分な協議を行い有効的な活

用を検討する。 

 

□適正配置の実施時期については，平成 22 年度以降，平成 26 年度末を目途に当面の編

成を行うものとする。 

 

□この計画は，適正規模・適正配置を基本に検討をしてきたが，将来的に学級編

制基準等に変化が生じた時，又は，新たな課題等が表面化した場合には，速や

かにその見直しを行うものとする。 
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■ひたち野うしく小学校（茨城県牛久市） 
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（牛久市教育委員会ＨＰより転載 

http://www.city.ushiku.ibaraki.jp/section/shidou/hitachino_ushiku/index.html） 
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■坂井市立丸岡南中学校（福井県坂井市） 

 



 

  

25 



 

  

26 



 

  

27 



 

  

28 

出典：日経アーキテクチュア 

   『これからの学校 2006』
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■猪苗代町立緑小学校（福島県猪苗代町） 
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■宇陀市立菟田野小学校（奈良県宇陀市） 
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出典：日経アーキテクチュア 

   『これからの学校 2007』
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■南越前町立今庄小学校（福井県南越前町） 
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出典：日経アーキテクチュア 

   『これからの学校 2008』
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稲敷市の小中学校 



 

  

40 

0

100

200

300

400

500

600

700

H12 H17 H22 H27 H32

（人） 江戸崎小学校

教室棟

教室棟

屋内

運動場

旧3 S47RC H19

H19

旧S46

新

教室棟

教室棟

918㎡ S47 旧

662㎡ 3 H22

3

H22

H22

H19

S 989㎡ 1 S54 旧

(優先度

調査)

建

築

年

RC

RC

2192㎡ 3 H02

RC

505㎡

耐

震

基

準

構
　
造

面
　
積

H19

耐

震

状

況

階
　
数

耐

震

診

断

構 造 ・ 規 模 等

計

357人

12クラス

62人 65人 66人

2ｸﾗｽ 2ｸﾗｽ 2ｸﾗｽ

41人 65人
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58人

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

 

江戸崎小学校【概要】 

 
■創立年  明治６年 ■児童数

の推計

■児童数  (平成 21 年度)  

 

 

■耐震状況 ■学校の位置 

  

  

【現況写真】 

 

校 舎 S46 年建築（未改修） 校 庭 

体育館 通 路 
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【校舎の状況】 
 

 

配置図 

 

 
平面図 
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階
　
数

構 造 ・ 規 模 等

RC 1990㎡ 3 S55

S 800㎡ 1 S59

計

62人

6クラス

５年 ６年

7人

1ｸﾗｽ

12人

１年 ２年 ３年 ４年

1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ1ｸﾗｽ

11人 7人 14人 11人

1ｸﾗｽ1ｸﾗｽ

 

君賀小学校【概要】 

 
■創立年  昭和４０年 

（君賀小学校と下君山小学校が統合し、江戸崎町立君賀小学校となる。）

■児童数

の推計

■児童数  (平成 21 年度)  

 

 

■耐震状況 ■学校の位置 

  

  

【現況写真】 

 

校 舎 S55 年建築 校 庭 

体育館 校 庭 



 

  

43 

 

【校舎の状況】 
 

配置図 

 

平面図 
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0

100

200

300

400

500

600

700

H12 H17 H22 H27 H32

（人） 沼里小学校

管理

教室棟

屋内

運動場

管理

教室棟

RC S56

構 造 ・ 規 模 等
建

築

年

2004㎡ 2 旧 H19

耐

震

状

況

構
　
造

面
　
積

階
　
数

耐

震

基

準

耐

震

診

断

H21

新1889㎡ 3RC

S 800㎡ 1 S60 新

H06

計

338人

12クラス

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

48人 70人 60人

2ｸﾗｽ 2ｸﾗｽ 2ｸﾗｽ 2ｸﾗｽ 2ｸﾗｽ 2ｸﾗｽ

51人 46人 63人

 

沼里小学校【概要】 

 
■創立年  明治９年 ■児童数

の推計

■児童数  (平成 21 年度)  

 

 

■耐震状況 ■学校の位置 

  

  

【現況写真】 

 

校 舎 S56 年建築 校 庭 

体育館 校 庭 



 

  

45 

 

【校舎の状況】 
 

配置図 

 

 

平面図 
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0

100

200

300

400

500

600

700

H12 H17 H22 H27 H32

（人） 鳩崎小学校

管理室・

教室棟

屋内

運動場

管理室・

教室棟

S49

構 造 ・ 規 模 等
建

築

年

1214㎡ 2 旧 H21RC

耐

震

状

況

構
　
造

面
　
積

階
　
数

耐

震

基

準

耐

震

診

断

RC 772㎡ 2

(優先度

調査)

H11

H19S 799㎡ 1

新

S55 旧

計

86人

6クラス

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

16人 12人 19人

1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ

8人 14人 17人

 

鳩崎小学校【概要】 

 
■創立年  明治９年 ■児童数

の推計

■児童数  (平成 21 年度)  

 

 

■耐震状況 ■学校の位置 

 

 

 

  

【現況写真】 

 

校 舎 S49 年建築 校 庭 

体育館 プール 
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【校舎の状況】 
 

 

配置図 

 

 

平面図 
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0

100

200

300

400

500

600

700

H12 H17 H22 H27 H32

（人） 高田小学校

計

172人

6クラス

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

25人 25人 24人

1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ

34人 35人 29人

屋内

運動場

教室棟 RC H16

構 造 ・ 規 模 等
建

築

年

3574㎡ 2 新

耐

震

状

況

構
　
造

面
　
積

階
　
数

耐

震

基

準

耐

震

診

断

新975㎡ 1S H17

 

高田小学校【概要】 

 
■創立年  明治９年 ■児童数

の推計

■児童数  (平成 21 年度)  

 

 

■耐震状況 ■学校の位置 

  

  

【現況写真】 

 

校 舎 H16 年建築 校 庭 

体育館 図書スペース 
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【校舎の状況】 
 

 

配置図 

 

平面図 
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0

100

200

300

400

500

600

700

H12 H17 H22 H27 H32

（人） 根本小学校

計

100人

6クラス1ｸﾗｽ

12人 15人 17人

５年 ６年

16人 23人

1ｸﾗｽ

17人

1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ

１年 ２年 ３年 ４年

管理

教室棟

屋内

運動場

普通教室棟

普通教室棟

耐

震

状

況

階
　
数

耐

震

診

断

耐

震

基

準

構 造 ・ 規 模 等
建

築

年

RC 1057㎡

構
　
造

面
　
積

2 S54 旧

272㎡ 1

(優先度

調査)

RC 337㎡

RC

H19RC

未改修

H16

1 S39 旧
改修の

必要なしH08

H08S48

732㎡ 1 S54 旧

旧
改修の

必要なし

 

根本小学校【概要】 
 

■創立年  明治９年 ■児童数

の推計

■児童数  (平成 21 年度)  

 

 

■耐震状況 ■学校の位置 

  

 

【現況写真】 

 

校 舎 S39 年建築（未改修） 校 舎 S54 年建築（未改修） 

体育館 校 庭 
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【校舎の状況】 
 

配置図 

 

平面図 
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0

100

200

300

400

500

600

700

H12 H17 H22 H27 H32

（人） 柴崎小学校

普通・特別

教室棟

屋内

運動場

建

築

年

耐

震

基

準

耐

震

状

況

構
　
造

面
　
積

H15

管理

教室棟

耐

震

診

断

未改修

旧
未改修

旧 H15

構 造 ・ 規 模 等

階
　
数

RC 1118㎡ 2 S44

RC 1697㎡ 3 S53

H19RC 800㎡ 2 S53 旧

(優先度

調査)

計

253人

10クラス

５年 ６年

45人

1ｸﾗｽ

49人

１年 ２年 ３年 ４年

2ｸﾗｽ 2ｸﾗｽ 2ｸﾗｽ

46人 39人 28人 46人

2ｸﾗｽ1ｸﾗｽ

 

柴崎小学校【概要】 

 
■創立年  明治６年 ■児童数

の推計

■児童数  (平成 21 年度)  

 

 

■耐震状況 ■学校の位置 

  

  

【現況写真】 

 

校 舎 S44 年建築（未改修） 校 庭 

体育館 校 庭 
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【校舎の状況】 
 

配置図 

 

平面図 
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0

100

200

300

400

500

600

700

H12 H17 H22 H27 H32

（人） 太田小学校

計

92人

6クラス

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

13人 13人 18人

1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ

14人 16人 18人

普通・特別

教室棟

屋内

運動場

  管理・普通

教室棟

S40

構 造 ・ 規 模 等
建

築

年

442㎡ 2
未改修

旧 H16RC

耐

震

状

況

構
　
造

面
　
積

階
　
数

耐

震

基

準

耐

震

診

断

RC 1597㎡ 3

(優先度

調査)

未改修
S55 H16

H19RC 805㎡ 1

旧

S55 旧

 

太田小学校【概要】 

 
■創立年  明治９年 ■児童数

の推計

■児童数  (平成 21 年度)  

 

 

 

■耐震状況 ■学校の位置 

  

  

【現況写真】 

 

校 舎 S46 年建築（未改修） 校 庭 

体育館 校 庭 
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【校舎の状況】 
 

 

配置図 

 

平面図 
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0

100

200

300

400

500

600

700

H12 H17 H22 H27 H32

（人） 阿波小学校

管理

教室棟

屋内

運動場

教室棟 S54

構 造 ・ 規 模 等
建

築

年

849㎡ 2 旧 H21RC

耐

震

状

況

構
　
造

面
　
積

階
　
数

耐

震

基

準

耐

震

診

断

RC 1136㎡ 2

(優先度

調査)

S54 H21

H19S 707㎡ 2

旧

S56 旧

計

110人

6クラス

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

14人 15人 24人

1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ

21人 16人 20人

 

阿波小学校【概要】 

 
■創立年  明治８年 ■児童数

の推計

■児童数  (平成 21 年度)  

 

 

 

■耐震状況 ■学校の位置 

  

  

【現況写真】 

 

校 舎 S54 年建築 校 庭 

体育館 プール 



 

  

57 

 

【校舎の状況】 
 

 
配置図 

平面図 
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0

100

200

300

400

500

600

700

H12 H17 H22 H27 H32

（人） 浮島小学校

計

81人

6クラス

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

15人 10人 12人

1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ

18人 8人 18人

管理

教室棟

屋内

運動場

管理

教室棟

S47

構 造 ・ 規 模 等
建

築

年

944㎡ 2 旧 H２１RC

耐

震

状

況

構
　
造

面
　
積

階
　
数

耐

震

基

準

耐

震

診

断

RC 841㎡ 2

(優先度

調査)

S48 H21

H19S 706㎡ 1

旧

S54 旧

 

浮島小学校【概要】 

 
■創立年  明治７年 ■児童数

の推計

■児童数  (平成 21 年度)  

 

 

 

■耐震状況 ■学校の位置 

  

  

【現況写真】 

 

校 舎 S47 年建築 校 舎 

体育館 校 庭 
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【校舎の状況】 
 

 

配置図 

平面図 
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0

100

200

300

400

500

600

700

H12 H17 H22 H27 H32

（人） 古渡小学校

屋内

運動場

管理

教室棟

RC S46

構 造 ・ 規 模 等
建

築

年

2042㎡ 2 旧 H21

耐

震

状

況

構
　
造

面
　
積

階
　
数

耐

震

基

準

耐

震

診

断

新951㎡ 1S H09

計

92人

6クラス

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

7人 18人 16人

1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ

14人 16人 21人

 

古渡小学校【概要】 

 
■創立年  昭和 45 年 ■児童数

の推計

■児童数  (平成 21 年度)  

 

 

 

■耐震状況 ■学校の位置 

  

  

【現況写真】 

 

校 舎 S46 年建築 校 庭 

体育館 学童クラブ 
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【校舎の状況】 
 

配置図 

平面図 
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0

100

200

300

400

500

600

700

H12 H17 H22 H27 H32

（人） あずま南小学校

計

71人

6クラス1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ1ｸﾗｽ1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ

10人 13人 10人 11人

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

16人 11人

 

あずま南小学校【概要】 

 
■創立年  明治８年 ■児童数

の推計

■児童数  (平成 21 年度)  

 

 

 

■耐震状況 ■学校の位置 

特別

教室棟

屋内

運動場

S 720㎡ 1

RC S56 旧

面
　
積

階
　
数

2

建

築

年

S57

教室棟

耐

震

状

況

S45

1457㎡ 3

構
　
造

管理 951㎡

構 造 ・ 規 模 等

RC

耐

震

診

断

H08旧

耐

震

基

準

H13

新

改修の

必要なし

改修の

必要なし

 

 

  

【現況写真】 

 

校 舎 S45 年建築（未改修） 校 庭 

体育館 プール 
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【校舎の状況】 
 

配置図 

 

平面図 
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0

100

200

300

400

500

600

700

H12 H17 H22 H27 H32

（人） あずま東小学校

計

163人

6クラス

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

33人 24人 33人

1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ

30人 26人 17人

屋内

運動場

管理・

教室棟

RC S55

構 造 ・ 規 模 等
建

築

年

3168㎡ 3 旧 H12

耐

震

状

況

構
　
造

面
　
積

階
　
数

耐

震

基

準

耐

震

診

断

改修済

旧738㎡ 1S S55 H19

 

あずま東小学校【概要】 

 
■創立年  昭和 36 年 

（旧 本新島小学校） 

■児童数

の推計

■児童数  (平成 21 年度)  

 

 

 

■耐震状況 ■学校の位置 

  

  

【現況写真】 

 

校 舎 S55 年建築（改修済） 校 庭 

体育館 校 庭 



 

  

65 

 

【校舎の状況】 
 

 
配置図 

 

平面図 
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0

100

200

300

400

500

600

700

H12 H17 H22 H27 H32

（人） 新東小学校

計

43人

4クラス

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

5人 8人 11人

1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ

6人 7人 6人

屋内

運動場

管理

教室棟

RC S58

構 造 ・ 規 模 等
建

築

年

2324㎡ 3 新

耐

震

状

況

構
　
造

面
　
積

階
　
数

耐

震

基

準

耐

震

診

断

旧626㎡ 1S S56 H19

 
 

新東小学校【概要】 

 
■創立年  昭和 28 年 ■児童数

の推計

■児童数  (平成 21 年度)  

 

 

 

■耐震状況 ■学校の位置 

  

  

【現況写真】 

 

校 舎 S58 年建築 校 庭 

体育館 校 庭 
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【校舎の状況】 
 

配置図 

 
平面図 



 

  

68 

0

100

200

300

400

500

600

700

H12 H17 H22 H27 H32

（人） あずま北小学校

計

127人

6クラス1ｸﾗｽ1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

16人 22人 18人 26人 24人 21人

1ｸﾗｽ

管理

教室棟

屋内

運動場

S

(優先度

調査)

715㎡ 2 S54 旧

RC S55 旧1158㎡ 3

管理

教室棟

H09S54 旧RC 1435㎡ 3

耐

震

状

況

構
　
造

面
　
積

階
　
数

構 造 ・ 規 模 等
建

築

年

耐

震

基

準

改修済

改修済
H09

H19

耐

震

診

断

 
 

あずま北小学校【概要】 

 
■創立年  明治６年 ■児童数

の推計

■児童数  (平成 21 年度)  

 

 

 

■耐震状況 ■学校の位置 

  

【現況写真】 

 

校 舎 S54 年建築（改修済） 校 庭 

体育館 校 庭 
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【校舎の状況】 
 

 
配置図 

平面図 
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0

100

200

300

400

500

600

700

H12 H17 H22 H27 H32

（人） あずま西小学校

計

153人

6クラス1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ1ｸﾗｽ1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ 1ｸﾗｽ

22人 23人 31人 27人

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

24人 26人

屋内

運動場

S S55 旧

面
　
積

階
　
数

3

建

築

年

教室棟

耐

震

状

況

S55

738㎡ 1

構
　
造

管理 3025㎡

構 造 ・ 規 模 等

RC

耐

震

診

断

H12旧

耐

震

基

準

H19

改修の

必要なし

 
 

あずま西小学校【概要】 

 
■創立年  明治 23 年 ■児童数

の推計

■児童数  (平成 21 年度)  

 

 

 

■耐震状況 ■学校の位置 

  

  

【現況写真】 

 

校 舎 S55 年建築（未改修） 校 庭 

体育館 プール 
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【校舎の状況】 
 

 

配置図 

平面図 



 

  

72 

計

561人

16クラス6ｸﾗｽ

２年

180人

5ｸﾗｽ

１年

177人

３年

204人

5ｸﾗｽ

管理棟

教室棟

屋内運動場

柔剣道場

2594㎡

S 612㎡

RC

1 H03

RC

新

1747㎡

RC 27㎡

3 H01

RC

2

新

1 H10

H12

面
　
積

新

新
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江戸崎中学校【概要】 

 
■創立年  昭和２２年 ■児童数

の推計 

■児童数  (平成 21 年度)  

 

 

 

■耐震状況 ■学校の位置 

  

  

【現況写真】 

 

校 舎 H10 年建築 校 舎 

体育館 武道館 
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【校舎の状況】 
 

 

配置図 

 

 

平面図 
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計

277人
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新利根中学校【概要】 

 
■創立年  昭和３５年 ■児童数

の推計

■児童数  (平成 21 年度)  

 

 

 

■耐震状況 ■学校の位置 

  

  

【現況写真】 

 

校 舎 S51 年建築（未改修） 校 庭 

体育館 プール 
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【校舎の状況】 
 

 

配置図 

平面図 
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計

171人

6クラス2ｸﾗｽ

１年 ２年 ３年
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桜川中学校【概要】 

 
■創立年  昭和４０年 ■児童数

の推計

■児童数  (平成 21 年度)  

 

 

 

■耐震状況 ■学校の位置 

  

  

【現況写真】 

 

校 舎 H18 年建築 校 庭 

体育館 校 庭 
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【校舎の状況】 
 

 

配置図 

 

 

 

 

平面図 
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計

311人

10クラス3ｸﾗｽ 3ｸﾗｽ 4ｸﾗｽ

１年 ２年 ３年
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東中学校【概要】 

 
■創立年  昭和６１年 ■児童数

の推計

■児童数  (平成 21 年度)  

 

 

 

■耐震状況 ■学校の位置 

  

  

【現況写真】 

 

校 舎 S61 年建築 校 庭 

体育館 プール 
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【校舎の状況】 
 

配置図 

  

 

平面図 
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